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エグゼクティブサマリー

組織はかつてなく大量のデータを収集・処理していますが、従業員がその
データを理解し、分析して、より適切な意思決定につなげ、企業の目標を推
進する能力は技術の進歩に追いついていません。賢明な会社は、従業員
のデータスキルを磨いてこのような能力を高めることが、デジタルトランス
フォーメーションおよびデータカルチャーの構築に欠かせないことを認識
しています。真にデータドリブンな組織は、従来データを‑主に扱ってきた
部署以外にもデータトレーニングや自己開発の機会を提供しています。全
部門にわたり大規模にデータリテラシーとスキルアップに投資する組織で
は、意思決定、生産性、従業員満足度、定着率において顕著なメリットが見
られています。従業員満足度への影響は特に高く、所属組織のデータプロ
グラムに非常に満足している従業員は、全般的に見ても組織に満足してい
る可能性が10倍高く、2年後に組織に留まっている可能性も2倍近く高くな
っています。

データリテラシーのイニシアティブは、
イノベーションの推進、顧客および従業
員の体験の向上につながります。
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定義

データリテラシー – データの理解、探求、使用、意思決定への利用、コミュニ
ケーションへの利用に必要なスキルを持つこと。

データスキル – データの意味を推定し、データに関する発見を伝達するスキ
ル。基本的なデータスキルには、データリテラシーや基礎的なデータ分析能
力などが含まれます。高度なスキルには、データサイエンス、AI、機械学習、高
度な分析手法などが含まれます。

データカルチャー – データを組織の経営、考え方、アイデンティティに織り込
む一連の集合的な行動様式および信条。データカルチャーは、真にデータド
リブンとなり複雑なビジネス課題に取り組むために、組織の全員に必要とす
るインサイトを身につけさせることにより、意思決定を向上させます。
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主な調査結果

データリテラシーのイニシアティブが顕著な
利益をもたらす。 主な利益としては、イノベ
ーションの推進、カスタマーエクスペリエン
スの充実、より適切な意思決定、コストの削
減、定着率の改善、収益の増加などが挙げ
られています。成熟度の高いプログラムは、
成熟度の低いイニシアティブよりも利益が
10%～50%高いことが報告されています。 

データスキルは全ての従業員にとって最も重
要であることが認識されている。 
どの部門の意思決定者も従業員も、基本的
なデータスキルが従業員の成功に最も重要
なスキルであるとみなしています。2018 年の 
40%に比べ、2025 年には従業員の 70%近く
が業務上データを多用することになること
が予測されています。

リソース不足と全社的な戦略がないた	
め、トレーニングが十分に行われていない。
多くの組織は、部門レベルのイニシアティ
ブに依存しているか、スキルアップの責任
を直接従業員に押し付けています。従業員
に必要なデータスキルを提供したと述べる
部門長の比率は従業員に比べ2倍であり、大
きな乖離が見られます。データトレーニング
を受けた従業員は回答者の半数以下でした。

の従業員が、必要なデー
タスキルの十分なトレー
ニングを提供する会社に
留まる可能性が高いと答

えています。

80%近く

の従業員が組織でデータ
トレーニングを提供され

たと答えています。

わずか47%
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優秀なリーダーおよび従業員は、組織で収集された大量のデータは直ちに理
解して行動しないとほとんど価値がなくなることを理解しています。多くのリー
ダーは、組織全体にわたる広範な業務におけるデータの重要性が急増し続け
ていることを認識しています。真にデータを活用するには、組織はデータリテ
ラシーが不可欠であるという意識を超えて、データカルチャーを作り出すため
に効率的で効果のある全社的なスキルアップを図ることが必要です。スキルア
ップを図った組織では、意思決定、イノベーション、従業員の定着率で多大な
メリットが確認されています。

Tableau は、企業のデータリテラシーおよびデータカルチャーの状態、それに
伴う組織的な問題、課題、利点について探るように Forrester Consulting に委
託しました。Forrester は、部門の意思決定者と従業員を対象に同じ質問を使
った2つのオンライングローバル調査を行いました (意思決定者 1,032 人と従
業員 1,036 人)。これら意思決定者と従業員の調査で、以下のことが明らかにな
りました。

•	 データスキルが日増しに重要さを増している。	
意思決定者と従業員は共に、より良いデータスキ 
ルが個人とチームにとって今後も重要となること
に同意しています。意思決定者は、基本的なデー 
タスキルを部下の従業員が日常業務で成功する
ために最も重要なスキルであると評価していま
す。このスキルはまた、過去 3 年間で最も重要性
が増したスキルでもあり、プロジェクト管理、コミ
ュニケーション、コンピュータースキルよりも重要
視されています(図 1 を参照)。従業員も同様に基
本的なデータスキルを最も重要とみなしていま
す。組織のデータドリブンカルチャーの進化につ
れて、この期待事項は基本的なデータリテラシー
を超えることになり、意思決定者は、今後 3 年間に
は、高度なデータスキルの重要性が他をしのいで
最も急上昇すると見ています。 

データスキルは不可欠だが、トレーニングは遅れ気味

の意思決定者は、 所属部
門の全従業員が少なくと
も基本的なデータリテラ
シーを持つことを期待す

ると答えています。

82%
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図 1

「所属部門の従業員の日常業務で、以下の各スキルがどれだけ重要
だと思いますか？」

「過去3年間に所属部門で最も重要性が増したスキルはどれ
でしたか？」

 (3つ選択してください。) 

重要/非常に重要

調査対象: 従業員数 500 人以上のグローバル企業のディレクター以上のデータプログラム意思決定者 1,032 人 
出典: A commissioned study conducted by Forrester Consulting on behalf of Tableau, a Salesforce company, November 2021

基本的なデータスキル 87%

基本的なデータスキル 51%

基本的なコンピュータースキル 83%

プロジェクト管理スキル 43%

コミュニケーションおよび 
コラボレーションスキル 81%

研究/調査スキル 71%

コミュニケーションおよび 
コラボレーションスキル 41%

プロジェクト管理スキル 69%

基本的なコンピュータース
キル 40%

プレゼンテーションスキル 58%

研究/調査スキル 39%

プレゼンテーションスキル 31%

高度なデータスキル 55%

文書を書くスキル 40%

高度なデータスキル 37%

文書を書くスキル 19%

意思決定者
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•	 データニーズはビジネスの全側面で拡大する。 かつてはスペシャリストにの
み必要であったデータスキルは、今では企業全体の従業員に求められるよ
うになっています。製品、IT、人事、業務を含む全ての部門で、Forrester の調
査に回答した従業員は、データスキルを自分の職務で成功するために最も
重要なスキルとしています (図 2 を参照)。  

•	 期待は急上昇している。意思決定者は、3 年前には職務の一部としてデータ
を大量に使用していたのは部下の従業員の 40%に満たなかったと述べて
います。今日では 55%となっており、2025 年には 69.5%に達すると推定さ
れています。この期待は全従業員に対して急上昇しており、今では意思決定
者の 82%が所属部門の全従業員に少なくとも基本的なデータリテラシーを
期待しています。現在、調査に回答した意思決定者の 4 分の 3 以上が、従業
員に可能な限りデータを活用することを期待しています。

図 2

全部門にわたり従業員は基本的なデータスキルが最も重要とランク付け

「以下の各スキルはあなたの職務の成功にどれだけ重要だと思いますか？」

 (「重要」と「非常に重要」を合わせて表示)

調査対象: 従業員数 500 人以上のグローバル企業で 3 年以上の勤務経験を持つ全職務からの従業員 1,036 人
注: 10 部門のトップの結果を表示。
出典: A commissioned study conducted by Forrester Consulting on behalf of Tableau, a Salesforce company, November 2021

従業員

基本的なデータスキル

分析

85%

財務/経理

80%

製品

92%

研究/調査

83%

オペレーション

86%

人事/研修

86%

IT

90%

エンジニアリング

81%

マーケティング/
広告

87%

顧客インサイト

89%
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ほとんどの従業員は必要な データ トレーニングを
受けていない

より効果的なデータの使用に対するプレッシャー 
が増しているにもかかわらず、多くの従業員は 
必要なデータスキルを身につけていないようです。 
Forrester によるこの調査で、以下の事項が明らかに
なりました。

•	 データトレーニングのニーズと実施状態の間に	
ギャップがある。所属組織からデータトレーニングを提供されたことがある
のは、調査に参加した従業員の半数以下でした (図 3 を参照)。意思決定者
の 4 分の 3 近くが、従業員は自分でデータスキルを身につけて磨くべきだ
という楽観的(しかし非現実的) な見方をしています。その結果、多くの従業
員は、その場その場で業務に関連した知識を学ばなければならない状況
です。実務を通して、または同僚から学ぶのが最も一般的なデータスキル
の向上方法となっています。

の従業員が、期待されてい
るデータスキルのトレーニ
ングが提供されていると回

答しています。

わずか 40%

図 3

「あなたの組織でトレーニングを提供されているスキルはどれ
ですか？」

調査対象: 従業員数 500 人以上のグローバル企業で 3 年以上の勤務経験を持つ全職務からの従業員 1,036 人
出典: A commissioned study conducted by Forrester Consulting on behalf of Tableau, a Salesforce company, November 2021

従業員

プロジェクト管理スキル 51%

プレゼンテーションスキル 50%

基本的なデータスキル 47%

コミュニケーションおよび 
コラボレーションスキル 45%

基本的なコンピューター 
スキル

41%

高度なデータスキル 33%

研究/調査スキル 32%

文書を書くスキル 26%
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•	 既存のトレーニングは到達範囲と提供範囲が限
定されている。明らかなニーズと価値にもかか
わらず、回答した意思決定者の40%近くは、所
属組織が従来のデータ関連の職務に就く従業
員のみを対象としたトレーニングを提供してお
り、他の従業員を一部含むのはわずか 25%でし
た。全従業員向けにデータトレーニングを提供
しているのはわずか 39%でした (図 4 を参照)。
幸運にもトレーニングを受けることができたと
しても、習得できるスキルの範囲は限定的です (図 5 を参照)。 

•	 雇用者側はその不足に気づいていない。データトレーニングを受けている
従業員の割合が低いにもかかわらず、79%の意思決定者は、所属部門が従
業員に必要なスキルを与えていると回答しています。これに対し、これに同
意した従業員はわずか 40%でした。4 分の 3 近くの従業員は、会社がもっと
データトレーニングを提供することを望んでいます (図 6 を参照)。この大き
な隔たりは、リーダーが所属組織内のトレーニングギャップを過小評価して
いることを示します。 

•	 スキルギャップはデータドリブンカルチャーと意思決定を妨げる。雇用者側の
期待と従業員が実際に受けているデータトレーニングとの間の大きな乖離
は、多くの組織が望むデータドリブンカルチャーの構築に深刻な妨げとなっ
ています。69%の意思決定者がデータスキル不足のために従業員が意思決
定にデータを効果的に使用できないと述べているのが良い例です。

図 4

「どの従業員にデータトレーニングが提供されていますか？」

調査対象: 従業員にデータスキルのトレーニングを提供する、従業員数 500 人以上のグローバル企業のディレクター以上のデータ
プログラム意思決定者 809 人 
注: 割合の合計は四捨五入のため 100 にならない場合があります。
出典: A commissioned study conducted by Forrester Consulting on behalf of Tableau, a Salesforce company, November 2021

39%

25%

37%

の従業員が組織でデ
ータトレーニングを提

供されたと述べてい
ます。

わずか 47%

従来のデータ関連の職務
に就く従業員のみ

従来のデータ関連の職務
以外の一部の従業員

全従業員

意思決定者
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図 5

「あなたはどのデータスキルのトレーニングを受けましたか？」

図 6

調査対象: 従業員数 500 人以上のグローバル企業で 3 年以上の勤務経験を持つ全職務からの従業員 1,036 人
出典: A commissioned study conducted by Forrester Consulting on behalf of Tableau, a Salesforce company, November 2021

*調査対象: 従業員数 500 人以上のグローバル企業のディレクター以上のデータプログラム意思決定者 1,032 人 
**調査対象: 従業員数 500 人以上のグローバル企業で 3 年以上の勤務経験を持つ全職務からの従業員 1,036 人
出典: A commissioned study conducted by Forrester Consulting on behalf of Tableau, a Salesforce company, November 2021

データビジュアライゼーションと分析ツールの使用能力 35%

統計データツールまたは言語の使用能力 29%

自分の職務に関連性のある出力データを読み取る基礎能力 27%

データに基づく意思決定能力 26%

高度な分析能力 21%

基本的なデータツールの使用能力 19%

データサイエンス能力 18%

人工知能能力 15%

従業員

の意思決定者が、所属部門は従業員に
期待されるデータスキルを備えさせる
のに成功していると回答しています。*79%

の従業員が、所属組織は自分たち従業員に
期待されるデータスキルを備えさせるのに
成功していると述べています。**40%
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データトレーニングを組織全体にわたって民主化す
ることが、個人、部門、および会社の成功に不可欠で
すが、前のセクションで詳説したとおり、多くの会社
は現在、データトレーニングの供給と需要間の大き
なギャップに直面しています。この乖離はどこから来
るのでしょうか？Forrester によるこの調査で、以下の
事項が明らかになりました。

•	 従業員が主張したがらない。多くの従業員は、自
分のスキル不足を認めることになるため、データ
トレーニングを受けられないことへの不満を声
にするのを躊躇しがちです。もっとデータトレー
ニングを受けられるか上司に相談したことがあ
ると答えた従業員はわずか 26%でした。提供さ
れているトレーニングの少なさについて不平を
述べたことがある従業員はもっと少なく、わずか 
16%でした。その結果、ほとんどの意思決定者は、 
問題の程度を完全に理解できていません。 

•	 全社的なイニシアティブとサポートの不足。強力なデータカルチャーの創出
において組織のリーダーが演じる重要な役割とは裏腹に、全社的な義務付
けやプログラムといったデータイニシアティブはほとんどありません。意思
決定者は、部門やチームの外から提供されている基本的なデータスキルの
トレーニングは 26%、高度なデータスキルのトレーニングは 9%だと報告
しています。従業員のトレーニングは通常、部門またはチームレベルで行
われるということです。部門レベルの意思決定者の多くは、データトレーニ
ングのイニシアティブを効果的に実施するために必要な予算やサポート
を確保するのに苦労していると報告しています。

•	 社内の知識とスキルの不足。予算とリーダーシップのサポートが確保され
ても、データトレーニングの実施、特に資料を内部で用意する場合は簡単
ではありません。基本的なデータトレーニングの場合、組織はサービスパ
ートナーや技術パートナーから提供されるコースではなく、社内でデザイ
ンされたものを使用する可能性が高くなります。しかしながら、ほとんどの
企業は効果的なデータコースをデザインして提供するための主題知識や
専門知識があるわけではありません。意思決定者は、トレーニングをリード

リソース不足と限定的なフォーカスによる進歩の停滞

の意思決定者は、データ
スキル不足は、従業員が

意思決定においてデータ
を効果的に使用する妨げ

となると述べています。 

69%
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するスキルのある人材の不足、およびデータス
キルの改善に必要な知識の不足を、データス
キルの改善における 2 つの最重要課題として
指摘しています (図 7)。 

これらの障壁を克服できない組織は、大きな課題
に直面することになります。部門の従業員に十分
なデータリテラシーがないと、意思決定が遅れ、
不的確になり、イノベーションの欠如、生産性の低
下、その他のマイナスなインパクトをもたらします 
(図 8 を参照)。

図 7

「データスキル (基本と高度の両方) のレベルを向上しようとして
所属部門が直面した、あるいは現在直面している課題は次のうち
どれですか？」

調査対象: 従業員数 500 人以上のグローバル企業のディレクター以上のデータプログラム意思決定者 1,032 人 
出典: A commissioned study conducted by Forrester Consulting on behalf of Tableau, a Salesforce company, November 2021

適切でない 
トレーニング資料

従業員からの
抵抗

データカルチャーの
欠如

企業内のより幅広い 
サポートの不足

データスキルを向上
させる方法に関する

知識の不足
予算不足

トレーニングを主導
するスキルがある従

業員の不足

の基本的なデータスキルの 
トレーニングと 9%の高度な 

トレーニングのイニシアティブが
全社的に行われています。

わずか26%

意思決定者

5 6 7

1 2 3 4
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図 8

「部門の従業員が十分なデータリテラシーを備えていないと、どの
ような問題に直面するリスクがありますか？」

調査対象: 従業員数 500 人以上のグローバル企業のディレクター以上のデータプログラム意思決定者 1,032 人 
出典: A commissioned study conducted by Forrester Consulting on behalf of Tableau, a Salesforce company, November 2021

意思決定者

11 採用企業としてのブランドの評判の低下

10 質の低いカスタマーエクスペリエンス

8 従業員離れのリスク

7 部門の目標を満たせない

5 基礎的な職務/タスクを実行できない

2 的確な意思決定ができない

1 意思決定の遅れ

3 イノベーションの欠如

4 生産性の低下

6 競合他社に太刀打ちできない

9 顧客を奪おうとするディスラプター (破壊的企業) に
対処できない
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 高いデータリテラシー率は業績、満足度、 イノベーションを高める

組織は全従業員のデータトレーニングプログラム
を認識レベルから運用可能なレベルに進める必要
があります。幸いなことに、Forrester の調査結果で
は、正式か正式でないかを問わず、スキルアップの
イニシアティブは、従業員、部門、組織全体にとって
明らかな利点をもたらすことが示されており、これ
により、プログラムの承認を取得しやすくなると考え
られます。これらの利点をより正確に把握するため
に、Forrester は従業員のデータ満足度とデータスキ
ルプログラムの成熟度を比較して分析しました。い
ずれの場合も、トレーニング率、リテラシー率、成熟
度の高さは、業績、満足度、従業員の定着率の高さと
強く相関していることが示されています。

データが実証: トレーニングは従業員と雇用者の双
方にメリットをもたらす 

Forrester は、組織のデータトレーニングのイニシア
ティブ、データカルチャー、意思決定におけるデータ
の活用に対する満足度に基づいて従業員を区分し
ました。その目的は、この満足度が高い従業員を、自
分の職務、意欲、生産性といった全体的な満足度に
関して他の従業員と比べることでした (詳細は付録 
Cを参照)。Forrester によるこの調査では、以下の事
項が明らかになっています。

•	 データリテラシーはより優秀な従業員を生み出
す。雇用者はデータスキルの高い従業員を高く
評価します。こうした従業員は、より的確な意思
決定をよりスピーディーに下すと同時に、より生
産的で革新的であると見なされています (図 9 
を参照)。調査に回答した従業員でこれに同意し
た人はさらに多く、データが使用できると、より
的確な意思決定ができ (83%)、よりスピーディー
に意思決定ができる (82%) と答えています。さら

図 9

「データリテラシーの高い従
業員は、データスキルの無い
従業員と比べて、どのような
価値をもたらしますか？」

調査対象: 従業員数 500 人以上のグロ
ーバル企業のディレクター以上のデータ
プログラム意思決定者 1,032 人 
出典: A commissioned study conducted 
by Forrester Consulting on behalf 
of Tableau, a Salesforce company, 
November 2021

意思決定者

より強固な自信
46%

より高い定着率
45%

優れたカスタマーエクスペリエン
スを提供する、より高い能力

39%

より優れたイノベーション推進能力
50%

より生産的
50%

よりスピーディーな意思決定
54%

より的確な意思決定
58%
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図 10

「ご自分の職務に関連した以下の領域のそれぞれにおけるあなたの
満足度を評価してください。この調査は完全に匿名ですので、ご安心
ください。」

(「高い」と「非常に高い」が示されています) 

調査対象: 従業員数 500 人以上のグローバル企業で 3 年以上の勤務経験を持つ全職務からの従業員 1,036 人
出典: A commissioned study conducted by Forrester Consulting on behalf of Tableau, a Salesforce company, November 2021

に、データ満足度が高い従業員は、データ満足度の低い従業員と比較して、
自分自身を日常業務において能力が高く、意欲的で、生産性が高いと感じ
ていると回答しています (図 10 を参照)。  

•	 データトレーニングにより従業員の幸福感と定着率も向上する。データト
レーニングは、従業員の満足度と定着率にも顕著な役割を果たしていま
す。80%近くの従業員は、必要なデータスキルの十分なトレーニングを提
供する会社に留まる可能性が高いと述べています。データ満足度の高い従
業員は、所属組織に対する全体的な満足度の高さを声にする可能性が 10 
倍高く (97% 対 9%)、チームおよび部門に対する満足度が高い可能性が 2
倍高く、組織に留まる可能性が著しく高いことが示されています (図 10 を
参照)。

データ満足度の高い従業員
データ満足度の低い従業員

今後 2年間 現在の所属組織に留まる可
能性

97%
49%

チームに対する満足度 93%
49%

今後 5 年間、現在の所属組織に留まる
可能性

81%
53%

日常業務における生産性レベル (過去の
他の職務との比較) 

71%
56%

所属組織に対する全体的な満足度 97%
9%

部門に対する満足度 90%
53%

日常業務に対する意欲 (過去の他の職務
との比較) 

78%
68%

職務に対するコンピテンシー (自分がど
れだけ優秀な成果を発揮していると思う
かなど) 

67%
57%

従業員
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成熟度の高いデータイニシアティブはより大きい利点をもたらす

明らかに、データリテラシーとスキルトレーニングは真の利点をもたらします
が、すべてのイニシアティブが同じというわけではありません。基本スキルと高
度なスキルのイニシアティブの差異を分析するために、Forrester は組織のイ
ニシアティブの成熟度に基づいて回答者を区分しました。成熟度の高い組織
は、1) 広範なデータスキルを、2)全従業員 (従来のデータ職務だけでなく) を対
象とし、3) 複数のトレーニングモードで提供しています。それとは反対に、成熟
度の低い組織は、範囲の限られたスキルのトレーニングを限られた従業員に
対して限定的なトレーニングタイプで提供しています (詳細は付録 Cを参照)。

Forrester の調査の結果、従業員のデータスキルを改善するイニシアティブを
提供する組織はすべて強力なメリットを実現していますが、成熟度の高いプロ
グラムから最大のメリットが得られることが明らかになりました。これらの組織
は、イノベーション、カスタマーエクスペリエンス、意思決定、コスト削減、従業
員の定着率、および収益の面ではるかに高い効果を得ています(図 11 を参照)。

図 11

「特定のデータスキルイニシアティブから以下の利点をどの程度得てい
ますか？」

(「著しい利点」と「圧倒的な利点」が示されています。)

調査対象: 従業員数 500 人以上のグローバル企業のディレクター以上のデータプログラム意思決定者 1,032 人 
出典: A commissioned study conducted by Forrester Consulting on behalf of Tableau, a Salesforce company, November 2021

データイニシアティブの成熟度が高い組織 データイニシアティブの成熟度が低い組織

イノベーションの促進

より的確な意思決定

定着率の向上

より良いカスタマーエクスペリ
エンス

コストの削減

収益増加

94%
52%

90%
74%

74%
62%

94%
72%

76%
52%

68%
43%

意思決定者

データリテラシーの構築 17



主な推奨事項

企業は、常に改善し続けるデータリテラシーとデータスキルが全従業員の価値
をより広範囲に高めていることへの理解をますます深めてきています。しかし同
時に、従業員に必要なデータスキルを適切に持たせていると感じている意思
決定者とそれに同意しない従業員間の乖離もあります。これは会社の競争力に
とってマイナスです。 

Forrester による意思決定者と従業員に対する詳細な調査の結果から、データ
コンピテンシーおよび変革をもたらすデータドリブンカルチャーを築こうとし
ている組織に対する重要な推奨事項が幾つか提案されました。

顧客、ビジネス、および従業員の価値を全社的なデータスキルトレーニングで推
進する。

最上層の経営陣と戦略は、データトレーニングが新入社員から経験豊富な従
業員まですべての部門と職務の全従業員に対して、確実に関連性があり効果
的であるように支援することが必要です。従業員は、各自の仕事からより多くの
インパクトが得られ、より満足を得られるデータスキルの習得を渇望していま
す。一元的に推進され、適切に予算が投資されたアプローチにみられる責任と
協力の体制が、顧客、ビジネス、従業員の有意義な価値を引き出す確実な方法
です。これはまた、多くの組織が直面するタレントパイプラインの問題を緩和す
るのにも役立ちます。採用ではなくトレーニングを通して組織は特定のデータ
スキルを見出すことができます。 

意味のある意思決定を推進することを重視したデータスキルトレーニングの戦
略的パートナーを検討する。 

コンサルティングパートナー、テクノロジーベンダー、データリテラシースペシャ
リストなど、特定のテクノロジーおよび職務に関する広範なオンデマンド、対
面、個人またはグループでのトレーニングを提供できる業者の採用により社内
のリソースとスキルの制約を回避することができます。人は、学習する資料が
自分には関係ないと判断すると効果的に学べません。そのため、トレーニング
が各自の職務にできる限り近い内容であるか、従業員の毎日の生活状況に関
連するものであるようにしてください。これにより、各自の職務や専門分野との
関連でデータを理解し分析できるため、従業員が自身の領域でより有効に役
割を果たすのに役立ちます。
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データリテラシーとデータスキルのトレーニングはデータカルチャー構築を成功
させるための基礎となる。 

トレーニングは重要な主力ツールですが、他のインタラクティブなアプローチ
も同様に重要です。調査に参加した従業員の半数以上が、知識を共有するいく
つかの手段を通してデータスキルを向上できたと述べています。これらのアプ
ローチには、コンサルティングおよび指導の能力に優れたデータエキスパート
が、質問や課題を持った同僚にアドバイスを行う「オフィスアワー」などが含ま
れます。特定のデータスキル (分析やビジュアライゼーションなど) に関心のあ
る人々が連携し、定期的に交流し、アクティビティを共有し、互いから学び合う
ことで、人々の結束が深まり、コミュニティが形成されます。データにコミットす
る組織は、これらのパワフルなトレーニングサポート手段を検討し、推進するこ
とが必要です。これらすべてと同様に重要なのは、経営陣の人々が自分の意思
決定をサポートするために効果的にデータを活用するだけでなく、その理由や
方法を説明することで、自ら模範を示してリードしていくことです。
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従業員

20,000 人以上 9%

5,000～19,999 人 25%

1,000～4,999 人 40%

500～999 人 26%

年間収益 (USD)

50億ドル以上 7%

10～50億ドル 15%

5億～9億9900万ドル 22%

4億～4億9900万ドル 13%

3億～3億9900万ドル 11%

2億～2億9900万ドル 12%

1億～1億9900万ドル 10%

100万～9900万ドル 9%

地域

APJ (アジア太平洋＆日本) 30%

欧州、中東、アフリカ 30%

中南米 20%

北米 20%

役職

VP  (29%) 29%

ディレクター (71%) 71%

部門 (上位 7部門) 

IT 13%

マーケティング/広告 13%

オペレーション 11%

財務/経理 10%

分析/ビジネスインテリジェンス 10%

人事/研修 10%

カスタマーエクスペリエンス 9%

業界 (上位 7種)

金融サービス/保険 9%

テクノロジー/テクノロジーサービス 9%

小売 9%

製造および素材生産 8%

運輸および物流 7%

ビジネスまたは専門サービス 6%

旅行および接客業 6%

この研究調査では、Forrester は 2 つのオンラインアンケート調査を行い、データリテラシーに関する組織の
文化を評価しました。一方の調査は、従業員数 500 人以上のグローバル企業のディレクター以上のデータプ
ログラム意思決定者 1,032 人を対象としたもので、他方の調査は、従業員数 500 人以上のグローバル企業
で 3 年以上の勤務経験を持つ全職務からの従業員 1,036 人を対象としたものでした。回答者には、調査へ
の協力に対する少額の謝礼が支払われました。本調査は 2021 年 10 月に開始され、2021 年 11 月に終了しま
した。

付録 A: 調査方法

付録 B: 回答者の属性
意思決定者の調査

付録
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従業員

20,000 人以上 14%

5,000～19,999人 20%

1,000～4,999 人 38%

500～999 人 27%

年間収益 (USD)

50億ドル以上 13%

10～50億ドル 18%

5億～9億9900万ドル 14%

4億～4億9900万ドル 13%

3億～3億9900万ドル 9%

2億～2億9900万ドル 8%

1億～1億9900万ドル 11%

100万～9900万ドル 13%

100万ドル未満 1%

地域

APJ (アジア太平洋＆日本) 30%

欧州、中東、アフリカ 30%

中南米 20%

北米 20%

年齢

18～25歳 5%

26～35歳 39%

36～45歳 37%

46～55歳 13%

56～65歳 6%

66歳以上 0.4%

役職

マネージャー 45%

プロジェクトマネージャー 22%

常勤実務者 34%

在職年数

3～5年 45%

6～10年 31%

10年以上 17%

部門 (上位 7部門)

IT 15%

オペレーション 13%

マーケティング/広告 11%

営業 10%

人事/研修 10%

財務/経理 10%

エンジニアリング 8%業界 (上位 7種) 

テクノロジー/テクノロジーサービス 11%

金融サービス/保険 10%

小売 9%

製造および素材生産 9%

ヘルスケア 7%

教育/非営利団体 6%

運輸および物流 6%

従業員の調査

注: 割合の合計は四捨五入のため 100 にならない場合が
あります。
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付録 C: データイニシアティブの成熟度とデータ
満足度の定義

従業員データ満足度の定義

意思決定にデータ
が使用されているレ
ベルに大いに満足 

(n=180)

意思決定 
にデータが使用
されているレベ
ルにかなり満足 

(n=288)

意思決定にデータが
使用されているレベ
ルにあまり満足して

いない 
 (n=566)

データ活用状況の
満足度

現在提供されている
データトレーニング
のレベルに大いに

満足  
 (n=212)

現在提供されてい
るデータトレーニ
ングのレベルにか

なり満足 
 (n=423)

現在提供されている
データトレーニング
のレベルにあまり満

足していない 
 (n=396)

データトレーニン
グの満足度

組織のデータカ
ルチャーに大いに

満足  
 (n=206) 

組織のデータカ
ルチャーにかなり

満足 
 (n=370)

組織のデータカル
チャーにあまり満

足していない 
 (n=457)

データカルチャーの
満足度

データに大いに満足  
 (n=58)

データにかなり
満足 

 (n=657)

データにあまり満
足していない 

 (n=88)

データイニシアティ
ブの成熟度は以下

に基づく:

出典: A commissioned study conducted by Forrester Consulting on behalf of Tableau, a Salesforce company, November 2021
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意思決定者データイニシアティブの成熟度の定義

多数のイニシアティ
ブ (4つ以上)  

 (n=212)

中程度のイニシアテ
ィブ数 (2～3)  

 (n=564)

イニシアティブ数が
少ない (1つ以下)  

 (n=256)

データトレーニ
ングイニシア 
ティブの種類

トレーニングが
全従業員に提供

されている 
 (n=313)

トレーニング が従来
のデータ関連の職務
以外の一部の従業員

に提供されている  
 (n=200)

トレーニングが従
来のデータ関連の
職務の従業員のみ
に提供されている 

(n=296)

トレーニング 
の可用性

多数のスキル  
(6つ以上)  
 (n=288)

中程度のスキル数  
(3～5)  

 (n=455)

スキル数が少ない 
(2つ以下)   
 (n=289)

トレーニングが提
供されている 
スキルの数

成熟度の高いデー
タイニシアティブ 

 (n=50)

成熟度が中程
度のデータイニ

シアティブ 
 (n=657)

成熟度の低いデー 
タイニシアティブ 

 (n=102)

データイニシアティ
ブの成熟度は以下に

基づく:

出典: A commissioned study conducted by Forrester Consulting on behalf of Tableau, a Salesforce company, November 2021
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